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循環をデザインする

石坂産業株式会社
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自己紹介

石坂 典子（Noriko Ishizaka）

高校卒業後、デザイナーを目指し米国の大学へ留学。
1992年、父親が創業した石坂産業へ入社。
2002年、社長へ就任。

業界のイメージを変え、地域に愛される企業になるため、
プラントの全天候型化、ISO７種統合マネジメントシステム導入、
見学の受け入れなどの改革を実施。
社員が「自分の子供を働かせたい」と思える会社づくりを
進めている。

《受賞歴》
2016年 「ウーマン・オブ・ザ・イヤー」情熱経営者賞
2018年 日刊工業新聞社 優良経営者賞
2019年 平成30年度 財界 経営者賞
2021年 第37回企業広報経営者賞 ほか
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メディア掲載・出演（例）

■テレビ出演
NHK「知恵泉」
NHK「逆転人生」
NHK WORLD 「RISING」
テレビ東京「カンブリア宮殿」
TBS「夢の扉+」 ほか多数

■掲載
「日経トップリーダー」
「日経ESD」「日経ビジネス」
「GOETHE」
「DIAMOND online」ほか多数

■著書
『絶体絶命でも世界一愛される
会社に変える！』ダイヤモンド社

『五感経営』日経BP
『未来教室』PHP出版

※引用元：「カンブリア宮殿」公式ウェブサイト NHK WORLD公式ウェブサイト、ソロキャンプ浪漫
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会社概要

● 所在地：埼玉県入間郡三芳町上富1589-2
● 創 立：昭和42年7月
● 従業員：約180名
● 売上高：約64億円（2021年8月期）

●事業内容：
・産業廃棄物中間処理業

（廃プラスチック類、木くず、繊維くず、
金属くず、ガラスくず･コンクリート

くず及び陶磁器くず、がれき類、紙くず）

-収集運搬業・積替保管
-再生品販売(再生砂・木材チップ等)
-古物商

・環境教育施設「三富今昔村」運営

●関連企業/団体
・石坂オーガニックファーム
・体験の機会の場研究機構（環境教育）
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気候変動対策：再生エネルギー転換、ネットゼロカーボン達成を目指す

使用電力の100％再生エネルギー転換

使用電力の100％再生可能エネルギー転換への
意思と行動を示す
「再エネ100宣言 Re Action」へ参加

2021年12月、
使用電力の100％再生エネルギー転換を達成

日本企業初
「気候変動対策に関する誓約

（The Climate Pledge）」に署名

バリューチェーン全体の2040年までの
ネットゼロカーボン達成に向けて
日本企業では初めて誓約に署名

脱炭素化戦略、年間炭素排出量実質ゼロ化を目指す
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 気候変動対策に関する誓約（The Climate Pledge）は、Amazonと
Global Optimismが2019年に共同で立ち上げた国際イニシアチブ

 気候変動へのより強い危機感から、パリ協定よりも10年早く、
2040年までにネットゼロカーボン(Scope 1, 2, 3)を達成することを
公約するアグレッシブな取り組み

 署名した企業は相互に連携しながら、環境およびサスティナビリ
ティに関する共通目標及び達成に向けた新たな道筋を模索している

署名企業（2022年6月現在）
 世界 322社 Amazon, Verizon, Mercedes-Benz, Siemensなど
 国内 3社 石坂産業(2021年8月), TBM(2021年11月), 花王(2022年5月)

https://www.theclimatepledge.com/
https://globaloptimism.com/

The Climate Pledge について

https://www.theclimatepledge.com/
https://globaloptimism.com/
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2040年までにネットゼロカーボン達成をコミット
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温室効果ガス排出量の定期的な計測と報告

効率改善、再生可能エネルギー、原材料削
減、その他の炭素排出量削減戦略など、本
質的なビジネス変革やイノベーションを通
じ、パリ協定に沿った脱炭素化戦略を実行

本質的かつ永続的で、定量化ができる社会
に有益なオフセットを追加し、残りの炭素
排出をカーボンニュートラル化し、2040年
までに年間炭素排出量の実質ゼロ化を実現

署名企業のアクション
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脱炭素化に向けた取り組みの流れ

2021 年 6 月 再エネ100宣言 RE Action 参加

12 月 使用電力100％再生エネルギー化達成
※彩の国ふるさと電気
東電グリーンベーシックプラン導入

8 月 The Climate Pledge （TCP）へ署名

5 月 AWS Summit Onlineに専務石坂知子が登壇

2022 年 2 月 CO2排出量計測のためのサービス契約

2040年まで 事業全体のCO2排出量の実質ゼロ化達成
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私たちが大切にしている創業時の経営理念
「謙虚な心、前向きな姿勢、そして努力と奉仕」＜SPIRIT＞＜slogan＞ 自然と美しく生きる

理念体系
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廃棄物の種類
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石坂産業のリサイクルプラント
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建築廃材を主とした産業廃棄物を再資源化

再生砂・固形燃料等
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誰もがやりたがらない仕事。

けれど、誰かがやらなくてはならない仕事。
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1967 年

「石坂組」創業
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高度経済成長期

1955年
｜

1973年

1964年東京五輪後…
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「夢の島」で

行われていた海洋投棄

未処理のまま海に棄てられる廃棄物

その中には、まだ使えるものが

たくさんあった
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なぜ資源がないこの国で平然と
使えるものが捨てられるのか。
ゴミをゴミにしない社会をつくりたい。

創業者 石坂好男
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1982 年

本社を三芳町へ移転

1986 年

「石坂産業株式会社」へ商号変更
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1999 年

所沢ダイオキシン問題
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2002 年

30歳で代表権のない
社長へ就任

地域に必要とされ、
価格ではなく質で
選ばれる会社に
なるために
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2002 年

４０億円投資
全天候型プラント建設
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目指したのは、地域と共生し従業員が安全に働けるプラント

タイヤ洗浄

粉塵抑制

BCP対策 集塵機

お客様にも
マナー徹底を要請
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「迷惑産業」の業界イメージを変えるために

３K・迷惑産業の

イメージ払拭のため

顧客に対しても

マナー順守を依頼

出場の際はタイヤ洗浄

地域の迷惑にならない

プラントへ
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ISO認証取得、７種統合マネジメントシステム運用
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2008 年

追加２億円投資
見学者通路完成
見学者の受け入れ開始

「見せる」経営で
廃棄物リサイクル事業への
理解を深める活動を開始
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小学校から大学まで
フィールドワークや
社会科見学

企業視察も多数受け入れ
同業他社や海外からも
多くの見学申し込みが入る
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会社周辺の林
不法投棄の温床になり
地域の課題になっていた
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荒廃した林は、江戸時代から続く歴史ある里山だった

三富新田の短冊形農業
細長い畑と雑木林が特徴
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社員のボランティアでゴミ拾い、下草刈りから里山の保全を開始

社員ボランティア清掃
20年以上継続

収集した廃棄物は
東京スカイツリー（634m）の
高さを超える量に
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美しい「武蔵野の雑木林」を再生
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（公財）日本生態系協会「JHEP」認証 最高評価AAA を取得

定期的に伐採更新を行い
草原性の植物や昆虫、
鳥類などの動植物の
保全、再生を図る計画を策
定した点を評価

低木管理と高木管理に
管理地を分け、
低木管理では樹齢20年で
伐採更新される。
下草刈りや落ち葉掃きを
行い、伝統的な里山管理に
近い方法で保全を行ってい
る。



33 年間約５万人が訪れるサステナブルフィールド。
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●環境省「体験の機会の場」認定施設

・環境省主催の、環境教育
リーダー研修の場として活用

・小学校～大学までの
社会科見学やＦＷに多数利用

・教育機関及び企業視察の
来場者数は年間5000名以上

●生物多様性の里山を保全再生

・荒廃し不法投棄の温床として
地域課題となった里山を再生

・生物多様性最高評価AAA取得
（日本生態系協会 JHEP認証）
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体験の機会の場研究機構
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企業視察・研修受け入れ

【2020年度来場団体様（一部/敬称略・順不同）】

東京中小企業家同友会
埼玉県消費生活支援センター
ＭＨＤモエヘネシーディアジオ株式会社
TAKADA株式会社
日本たばこ産業株式会社
東京新都心ロータリークラブ
トヨタモビリティパーツ茨城支社
西武緑化管理株式会社様
タツミ産業株式会社
リコージャパン株式会社
株式会社ライフノート
日本グラスファイバー工業株式会社
東京電力エナジーパートナー株式会社
株式会社アクタス
自動車技術会関東支部
日本海洋事業株式会社
株式会社ウェイクアップ
ダイキンHVACソリューション東京
株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

ほか
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社会科見学やフィールドワークにも活用いただいています

【2020年度環境教育支援事業実績】

所沢市立富岡小学校1年 54名
所沢市立西富小学校3年 65名
ふじみ野市立亀久保小学校4年 84名
川越市立高階西小学校4年 76名
三芳町立三芳小学校2年 81名
所沢市立中富小学校4年 45名
富士見市立針ヶ谷小学校4年 57名
川越市立大東東小学校3年 91名
川越市立芳野小学校5年 70名
所沢市立北中小学校 50名
帝京大学 10名
跡見学園女子大学 2名
埼玉大学 8名
淑徳大学 25名
法政大学 12名
城北埼玉高等学校 28名
埼玉県立いずみ高等学校 39名

ほか
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自分たちがどういう社会に生きていて、どういう社会に変えて行きたいのか、
考えるきっかけになったと思う。

ちょっとお買い物して、周りの森を散歩するのが気に入ってて。
本当に森が綺麗で癒されますね。

気持ち良い風が抜けて、雰囲気も良く居心地がとてもいいです。

景色も凄く良いし日頃の疲れがとれてリフレッシュできました。
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ネガティブなイメージのある環境課題が見学を通してポジティブな感情が残る
ようになった。すごい、かっこいい、気持ちいい、ワクワク、キレイ。

こんな場所があると思いませんでした！初めて来たけど素敵な世界観ですね。

こんな場所があると思いませんでした！初めて来たけど素敵な世界観ですね。

お野菜の味をダイレクトに楽しめるのがとても嬉しいですね！
星も見れて夜風も気持ち良いし雰囲気最高です！
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石坂オーガニックファーム
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豊かな土をとりもどす「環境再生型農業」

豊かな土＝多様な土壌微生物が活動する土

農薬の継続的な使用によって土はやせ、育つ野菜の栄養価も低下する
土壌微生物は野菜の養分吸収を助け、病原菌から守っている

専門機関で微生物の多様性と活性値を分析
農園設立から３年で大きく改善

左画像引用：
http://www.ritsumei.ac.jp/research/radiant/gastronomy/story5.html/
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（野菜が）こんなに甘いんですね！この甘さって何なのでしょうか

産廃の会社さんがやってるんですよね。ずっと子供達連れて来たいなって
思ってたんです。こういう森がたくさん増えて欲しいなぁって

アスパラが育つ様子を初めて見られました。知らないことがたくさん。
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石坂産業が目指す未来 ―Zero Waste Designの実現
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なぜ、廃棄物中間処理業者の私たちが

里山の管理・保全をするのか

サステナブルフィールド「三富今昔村」を運営するのか

「石坂オーガニックファーム」で環境再生型農業を行うのか

・

・

・

目指すのは、「自然と美しく生きるつぎの暮らし」の実現
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出典：株式会社廃棄物工学研究所「2050 年の世界の廃棄物発生量の推計は 320 億トン」（2020）

2050年には、２倍の廃棄物が地球を覆っている

日本の循環利用率
（再利用・再生利用率）は

わずか 16 ％
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日本にある最終処分場も約２０年で寿命が来る

環境省環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h30/html/hj18020301.html

処理技術向上などで最終処分場の残余年数（寿命）は以前に比べて増加

それでも、今ある最終処分場の寿命はあと 約 20 年 といわれている
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多くの天然資源が100年以内に枯渇する可能性がある

エネルギー資源だけでなく
情報機器に欠かせないレアメ
タルも近い将来に枯渇する

建設による砂の枯渇、
農薬や化学肥料による
土壌の劣化も深刻な問題に

環境省環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h30/html/hj18020301.html
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Zero Waste Design

自然と美しく生きる、つぎの暮らしをつくる。
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SDGs  Goal 12 「つくる責任、つかう責任」

その製品は、廃棄されるときのことを考えて設計されていますか？

・再生可能エネルギー利用のための太陽光パネルには鉛やカドミウムなどの有害物質も含まれ「大量廃棄」が問題に

・丈夫で燃えにくい建築素材の多くは複数の素材が化学的に合成されているため、マテリアルリサイクルできない

引用元：NHK「どうする！？ 太陽光パネルの“終活”」
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220204/k10013464251000.html
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モノづくりからZero Waste に変えていく社会へ
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スマートプラント実現に向けた協業①

スマートプラント実現に向けた３社協業

日本電気株式会社 / インテル株式会社

2020年7月より、最新のICTやローカル5Gなどの
ネットワーク技術を導入し、
プラント内の人員削減や安全を推進する取り組みを開始。
トラックで搬入される廃棄物の容積を、
レーザーセンサーで自動計測する技術等を開発。
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スマートプラント実現に向けた協業②

廃棄物選別ロボット共同開発

東急建設株式会社

東急建設が研究開発した廃棄物選別の技術をベースに、
ディープラーニングによる画像解析技術を用いた、
建設廃棄物選別作業の自動化を実現。
2021年4月より、手選別ラインへピッキングロボット
「IT-PiRo」2台を導入。
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Vision’s Book（社員向けに2018年配布）
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里山×温浴事業 自治体の最終処分場跡地を有効活用

現地には大量の
埋設廃棄物が残置



56



57


